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◆例　会　場／キリン ディスティラリー�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆ロータリーソング／四つのテスト�

◆内　　　容／企業訪問（キリン ディスティラリー御殿場工場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職業奉仕委員会�

　ポリオ撲滅の残る期間が２年

となったので、ポリオについて

触れたい。�

　1978年、破傷風ワクチン供与に関する３－Ｈプ

ログラムが設立され、1982年には2005年までに全

世界の児童にポリオ免疫接種を完了させる目標を

決定、1984―85年度全世界規模のポリオ撲滅活動

が動き出した。1985年には、ポリオ・プラス計画

が発表された。�

　プラスとは、はしか、ジフテリア、破傷風、百

日咳、結核の５つの病気を指し、これらの病気も

含めた予防接種を実施することとなり、ポリオ・

プラス計画と改称された。�

　現在のプラスの意味は当初と変わり、20年を超

える世界的なポリオ撲滅運動がもたらした遺産、

即ち、予防接種活動の啓蒙、僻地の子供にまで予

防接種を行き渡らせるシステム、世界的研究所のネッ

トワーク、更にはこの運動が停戦協定の道を開き、

危険な環境の中で大きな人道的援助を成し遂げて

きたことを指している。�

　ＷＨＯ方式の区分で、世界は６地域に分けられ

るが、その内、「アメリカ」「ヨーロッパ」「西

太平洋」の３地域はポリオ絶滅宣言が出されている。�

　残る「アフリカ」「東南アジア」「東地中海」

の３地域でのポリオ発生国は７ヵ国まで減少した。

しかし、原因は定かでないが、2002年にインド、

ナイジェリアの両国ではポリオ症例数が増加し、

ポリオ撲滅活動が増強されている。�

　インドの症例数は、2001年の268件から2002年は

1,556件に増加した。この数字は世界新規症例数の

85％に当たる。インドでの撲滅活動強化のためＲ

Ⅰは、2002年10月に米貨約500万ドルの新規補助金

を承認し、同国への寄付総額は4600万ドルを超えた。�

　ナイジェリアでは、2001年の56件から2002年に

は191件に増加した。�

　地球上のポリオは、99％が撲滅したが、残りの

１％が最も困難な課題である。今年度、募金目標

額米貨8,000万ドルのキャンペーンを実施し、日本

は既に1991年までの５年間で目標額をはるかに超

える49億円の寄付金を集めたが、更に目標額の２

割（1,600万ドル）の貢献を目指し様々な募金活動

が行われており、いよいよ最終段階に入っている。�
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◆会 員 慶 事�

・誕生日�
　5月24日  鈴木　崇司君�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

５９名� ５５名�５０名�９０.９１％�１００.００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（５名）�

勝又博文君・勝間田豪亮君・小早川豊一君・斎藤　衛君�

豊山徹也君�

●メーキャップ（６名）�

　橋本　喜市君　4月25日　裾　　　野�

　渋谷　　一君　4月27日　地区協議会�

　渡邊　俊彦君　4月27日　地区協議会�

　小野　寛幸君　5月 8日　G　R　A�

　臼井　良太君　5月 8日　G　R　A�

　大森　清治君　5月 9日　沼　　　津�

5月15日のスマイル�
●第２分区の会長・幹事会が無事終了しました。　　　　　　　　　　�

内海宣彦君、滝口喜徳君�

●早朝例会、楽しみに来ました。自然の宝庫の御殿場が大好きです。�

裾野クラブ　杉山智恵子様�

　まず、私たちクラブに大変馴染みの深い高橋

節夫先生の、御殿場市の鳥である「クロツグミ」、

また、静岡県の鳥である「サンコウチョウ」に

ついてその第一人者であり、どちらの鳥も御殿

場周辺に多く生息していることもあって、長年

に渡って研究されていた。支部においても先生

の功績が大きく、先生が亡くなったことに非常

に大きな損失を感じている。�

　野鳥の会のメンバーは全員「自然が好きであ

る」という基本的なことがあるので、１つにま

とまっている。�

　現在、いろいろな団体などで富士山の植樹を

行っているが下からの植樹は自然とのバランス

で危険な行為だと考えている。自然は自然自身

が創っていかなければならないと考えており、

人間はバックアップに徹するべきである。森林

を形成する第一歩はコケ類の繁殖であり、そこ

から草木が生え、群生地を作り、徐々に大木と

なり森林ができてくるという遷移があり、この

自然の遷移が大切なことだと考えている。コケ

の発生した所には入らないこと、つまり、この

コケを保護することが人間の最もすべきことだ

と考えている。�

　山に木を植えることは水を育てることであり、

人間にとって非常に必要なことである。自然林

と人工林のバランスを考慮しつつも、山の自然

を考え、安定した森林を育てるには自然の遷移

にまかせるべきである。以上のことをまず大人

に理解してもらい、それから子供たちに伝えて

行きたいと考えている。�

日本野鳥の会東富士支部　支部長�

静岡県野鳥愛護協会　理　事�

環 境 省 自 然 公 園　指導員�

富士山自然誌研究会　幹　事�

国 立 中 央 青 年 の 家　講　師�

早朝例会卓話�

菅　　常 雄 様�


